
十和田市のバランスシートを公表します

   この資産、負債等の財務状況を多角的に分析するための一手法として作成した表がバランスシートです。

◆借方
［有形固定資産とは］⇒道路・各種資産などの土地や建物のことです。

［投資等とは］⇒各種団体への出資金や各種基金などのことです。

［流動資産とは］⇒現金・預金や税などの未収金のことです。

◆貸方

［固定負債とは］⇒地方債の残金と、すべての職員が退職した場合に必要となる退職金の額のことです。

［流動負債とは］⇒翌年度の地方債償還金のことです。

［正味資産とは］⇒資産の合計額から負債の合計額を引いた額であり、一般財源、国および県支出金で構成されています。

　　　　　借　　　　                   　　方 　　　　　　貸　　　　                   　方
［資産の部］ ［負債の部］

１．有形固定資産 １．固定負債

（１）総務費 12,990,271        （ 193 ）

（２）民生費 2,061,955        （ 30 ） （１）市債 33,539,929        （ 498 ）

（３）衛生費 583,583        （ 9 ）

（４）労働費 291,691        （ 4 ） （２）債務負担行為

（５）農林水産業費 8,267,055        （ 123 ） ① 物件の購入等 0        （ 0 ）

（６）商工費 815,706        （ 12 ） ② 債務保証又は損失補償 0        （ 0 ）

（７）土木費 45,484,582        （ 675 ） 債務負担行為計 0        （ 0 ）

（８）消防費 936,840        （ 14 ）

（９）教育費 21,304,852        （ 316 ） （３）退職給与引当金 4,088,180        （ 61 ）

（10）その他 1,148,153        （ 17 ） （４）その他(退職手当組合積立金） 92,316        （ 1 ）

計 93,884,688        （ 1,393 ）

（ うち土地 25,611,334 )        （ 380 ）     固定負債合計 37,720,425        （ 560 ）

    有形固定資産合計 93,884,688        （ 1,393 ） ２．流動負債

２．投資等 （１）翌年度償還予定額 3,037,588        （ 45 ）

（１）投資及び出資金 8,144,492        （ 121 ）

（２）貸付金 198,177        （ 3 ） （２）翌年度繰上充用金 0        （ 0 ）

（３）基金
① 特定目的基金 2,410,403        （ 36 ）     流動負債合計 3,037,588        （ 45 ）

② 土地開発基金 404,532        （ 6 ）

③ 定額運用基金 33,465        （ 0 ）

基金計 2,848,400        （ 42 ）   負  債  合  計 40,758,013        （ 605 ）

(4)退職手当組合積立金 0        （ 0 ）

    投資等合計 11,191,069        （ 166 ）

３．流動資産

（１）現金・預金 ［正味資産の部］

① 財政調整基金 1,190,306        （ 17 ）

② 減債基金 1,488,758        （ 22 ） １．国庫支出金 10,217,465        （ 151 ）

③ 歳計現金 939,330        （ 14 ）

現金・預金計 3,618,394        （ 53 ） ２．県支出金 8,195,951        （ 122 ）

（２）未収金

① 地方税 903,723        （ 13 ） ３．一般財源等 50,454,261        （ 748 ）

② その他 27,816        （ 1 ）

未収金計 931,539        （ 14 ）

    流動資産合計 4,549,933        （ 67 ）   正  味  資  産  合  計 68,867,677        （ 1,021 ）

 資  産  合  計 109,625,690        （ 1,626 ）  負 債・正 味 資 産 合 計 109,625,690        （ 1,626 ）

※債務負担行為に係る補償等 　①物件の購入等に係るもの 258,103 千円(本表に計上したものを除く)

　②債務保証又は損失補償に係るもの 171,078 千円(本表に計上したものを除く)

　③利子補給等に係るもの 297,058 千円

市では、昭和44年度以降の決算統計調査のデータを基に、総務省が発表した作成方法により、平成1８年度末
現在の普通会計のバランスシートを作成しましたので、その概要をお知らせします。

なお、このバランスシートは、おおむね一般会計が対象となり、病院や上・下水道などの企業会計と国民健康
保険事業などの特別会計は含まれておりません。
                                              　　　問い合わせ先　　　　財政課　電話23－5111　内線　17１

【バランスシートによる財務分析】

【バランスシートとは】

※「債務負担行為とは」複数年に
わたって支払が行われるもの

　 財政状態を把握するため、民間企業で一般的に採用されている財務諸表の一つで、その企業のある時点での資産や負債などの状況
を左右対照表示にしてまとめた表です。

   現在、自治体の会計制度は一会計年度内の現金の流れに重点を置く結果、どれだけの資産が形成されたかは金額で表示されません。
そのため、毎年整備している社会資本がどのように蓄積され、また、整備等のために借り入れした負債がいくら残っているのか、わかりに
くいのが現状です。

財産を意味する資産の合計は、約1,0９６億円、市民1人当たり約1,６２６千円となっております。また、将来支払うべき
債務を意味する負債の合計は、約４０７億円、市民１人当たり約６０万５千円となっております。
資産の内訳では、土地や建物を中心とした有形固定資産が約９３９億円で約8５．６％を占めており、この有形固定資産を

行政目的別に見ると、土木費と教育費で約7１．２％を占め、道路、小・中学校などの整備による資産形成が高いことがわか
ります。

　また、資産と負債の差引きである「正味資産」は約68９億円で、資産総額の約6２．８％にあたります。これは、これまで
の世代による負担が約6２．８％、将来の世代への負担が約３７．２％であることを示しております。

平成1８年度決算に基づくバランスシート（平成1９年3月31日現在） 　　　 （ カッコ内は市民１人当たりの金額です。単位：千円）


